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令和元年8月28日

公益社団法人全日本病院協会御中

内閣府規制改革推進室

「規制改革ホットライン」の御案内
，....， 365目、常時提案を受け付けております~

時下、益々御清祥のこととお慶び申し上げます。

内閣府規制改革推進室では、環境や技術変化に対応した規制改革をスピーディかつ着実

に進めるため、平成 25年3月 22日に「規制改革ホットライン」を設置し、広く国民や企業

および団体等から、日時の制約なく常時提案を受け付けております。

日常生活や仕事において不便を感じている、あるいは改善を図るべきと思える国の制度

がございましたら、ぜひ具体的な改革提案をお寄せ下さい。

提案の提出方法につきましては、内閣府のホームページの「受付フォームJから御提出い

ただくほか、電子媒体 (CD-R等)を郵送での御提出も可能です(添付r~規制改革ホット
ライン』提出方法」を御参照願います。)。

「規制改革ホットラインJは、皆様より多くの御提案をいただくことを目的として、例年 1

"-'2回、集中受付キャンペーンを実施して参りました。しかし団体ごとに改革提案をまとめ

られる時期も異なることから、今年は集中受付の期間を設けず、常時提案を受け付けている

ことを改めて周知させていただきます。

《内閣府ホームページURL)>

ht tps:/ /form. cao. go. jp/kokumin_koe/opinion-0009. html 

【受付期間〕

[添付資料)

常時

. ~規制改革ホットライン』提出方法

.く記載例〉規制改革に関する提案(HP)

.く様式〉規制改革に関する提案

く問い合わせ先:規制改革ホットライン担当>

電話:03-5253-2111 (内線 32461又は 32464)
月曜日~金曜日 9時 30分"-'18時 15分

※電話による提案の受付は行っておりません。
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『規制改革ホットライン』提出方法

1 .ホームページの「受付フォームJから御提出いただく場合

以下の「受付フォーム」から提出して下さい。

なお、記載にあたっては、記載例を参照して下さい。

【提案書】受付フォーム

h t t ps : / / fo rm. cao. go. j p/kokum i n koe/op i n i on-0009. h tm I 

【記載例】別添「く記載例〉規制改革に関する提案 (HP)Jを参照

2.電子媒体 (CD-R等)を郵送で御提出いただく場合

所定の様式に記載したものを提出して下さい(返却はいたしません。)。

様式(データ)が必要な場合は、お問い合わせください。

送付される際は、封筒に「規制改革ホットライン提案在中Jと明記して

下さい。

<送付先>

干100-8914 東京都千代田区永田町ト6-1中央合同庁舎第 8号館

内閣府規制改革推進室宛

3.上記2つの方法によって御提出していただくことが困難な場合

規制改革推進室ホットライン班へこ、相談下さい。

<規制改革ホットライン担当>

電話:0 3 -5 2 5 3 -2 1 1 1 

(内線3246 1又は 32464)

月曜日~金曜日 9時30分""1 8時 15分



<記載例>規制改革に関する提案(HP)

l規制改革に闘す否鑓農

現制国革推進室 j 

1回益者へのメ官セーヲ

内閣府現制改革躍進室では‘国の幅制改革{ζ聞する再樟的な担蝿在庫蝿レτいます.

ご提震は以下の畳吋フ;r ム よ り 、いつで古聖け吋けております.

「出品調J と付した欄については、必ず掴記入の」二、円寄確担ポ亨〉在。1.J~-::/して下さい(Iiò入捕れが串吾と温恒されません.) . 

担 量 に 串 た っては‘ 留 置&J.(PDFH吾首 113KB、吐欄石室田下古い.

えよ2言、

・国の制置と!ま聞慌のない制軍毘

-タト宮、明朝、予 置、 1闇冊、政治間違に聞す吾ちの

・臨暗中園、植，"'J畳 害 時 ‘ 調 閣 改 革と回慌のない掴置見

.明らカ fこ車寓出阻まに基づく百の

・門書が喧暁又は 抽車問なも の

ー感想や公平世主究いた 感情的な剖軍見

・偲別事量に聞する軍票、 E 盟

暗は、樟酎珂皐とレない唱告 が 昂 口ますので、予めお吉み詣苫下吉い.

提...'"処理状況帯については、下E までお問い合わせ下古い.

【問合せ完1 盟 副E四 日雀道 芸 03-5.253-2111.円融32461.5Z，は 32464

(御記入に当たっての注意事項)

複数の提案を行う場合は、 お手数ですが、 1つの提案ごとに御記入の上、複数
回に分けて御提出下さい。

l控訴を記入後、[内容確認圃へ進む]ボタンをクリけしてください.

園 文字itltを防ぐため、半角カタカナ、丸数字L特殊文字1;1:使用しないでください.

使用された場合、一部特殊文字は規則=従い、自動的に宣言吉換:~て受信を行います.

あらかじめ御了承ください。(6羊細は 「智 曹 樟え開目'1についT lを御覧ください .) 
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0提案内容を端的に示す事項名(タイトル)を記入して下さい(50字以内)。

。提震の具 体的

(3.00字以内

マ亡さい.)
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0提案内容を、できるだけ具体的に記入して下さい(300字以内)。

・現状の規制・制度の問題点、改善の必要性・根拠をできるだけ具体的に記入して下さい(必ずしも法令上
の問題でなくとも、規制的な運用に問題がある場合も含みます。)。

0提案理由をできるだけ具体的に、また、可能な限り、提案が実現した場合に想定される経済的文は社会

的な効果(消費や投資の促進、コストの削減、許認可等取得期間の短縮等)についても記載してください
(700字以内)。

-提案が法令上の問題である場合には、根拠となる法令等による規制の撤廃を求める提案であるのか、数
量等の規制の緩和を求める提案であるのか(数量等については、どこまで緩和する必要があるのか)を
記入いただくと、提案の内容がより具体的になります。

-単に規制・常11度を廃止するというだけではなく、どのような規制・制度に変えればよいのか等を記述する
とより効果的です。



規制等の根拠となっているものを選択して下さい。不明の場合は「不明Jを選択して下さい。

規制等の根拠、又は改正すべきであると考える法令等の名称及び該当条項等を記入して下さい。

団体・法人による提案の場合には、団体名・法人名を記入して下さい。

個人での提案の場合は、「個人」と記入して下さい。

提案主体名の「公表Jr非公表」の別を選択して下さい。提案内容は公表が前提です。

※個人からの提案は、「提案主体名」欄に「個人」と記載されるのみで、氏名は公表されません。
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0上記の具体酎底m拠ま令等

悼むiPりで忘れ回
|残り文字数150

0会社・団体0個人

0鍵案者

自冒人または会批・団体〉

E盟

| 残り文字数日

会社名・団体名を御記入下~\.

(個人町場合肱I個人Jttll記入下さ

L¥.】

陸国

。個人(非公義)。非公義。公義

0会社名・団体名の公義の可否

(個人の権合町1百人匂怯副1を選
訳しで下さいJ

E盟

複数の主体による共同提案である場合は、主な連絡担当となる方を記入して下さい。

提案内容の詳細について当室から連絡・確認させていただくことがありますので、御協力をお願いします。

011案者氏名f非公轟}

f会社団体的提合肱『担当者名Iを

輔E入下~\.)

E盟

1 残り文字数日

| l暦り支字数伺
0電話量号臼怯畠

〈で話したら御記入下さい.)

| 怒り文字数日
O電子メ-1~rF I"ス(非生活a

E盟



<様式>規制改革に関する提案

根具拠体法的令な等
提案主体名 会社名・ 提案者 謀非公開槽報

提案事項名(告イトル) 提案の具体的内容 提案理由 規根制拠の (会社名・ 団体名の 連 絡 先

(50字以内、必須) (300字以内、必須) (700字以内、必須) (おわかりで 団体名) 公開の可否 提(担案当者者氏名名) 電話番号 申-mail7ドレス
あれば) (必須) 〔必須)

(必須)
[必須) (必須)

記載時の留意事項

0提済)に案的つ理又いは由てを社もで会記き的載るなしだて効けく果具だ(さ体消い的費(に、また、可進能な限り、の提削案減が、実許現認し可た等場取合4に想定される 規制等の根拠と 団体・法人による 提案主体名の

0提案内容を、できるだけ具体的に記入して下さい(300字以 経 や70投0字資以の内促) 、コスト 得期間の短縮 なっているもの 規制等の根拠、 提案、団の体場名合・に
「公表Jrを非プ公J 複数の主体いよる共同提案であ

0提案内容を端的に示 内)。
等 を、プルダウンメ

文であはる改とE考すえべるき法
l立 法人 表ダ」の別 レ る場合は、主な連絡担当となるウンメニュー

す事項名(空イトル)を記

案でか占農緩誕で等家二あ和を規が寵るす主制の主る遣令か必制すょ、要る度数のがとを量よ問あ廃り等題る止効のでのす果あ緩か的る和〉ーをで楊のい記す舎緩う入.だに和いけはをたで求綱だ1;:1:1.め〈領&匹ると〈を鍵な提ど窺る案のて法のよあ令肉うる等え容主の規にがかよ制よ〈る般り制甥量具度制等体にのに的変撤つヱえ廃いなれをてり求ままはよすめいど.るのζ提ま

ニューより選択し 名を記入して下さ
から選択して 方を記入して下さい。

入して下さい(50字以 -現状の規制・制度の問題点、改善の必要性・根拠をできるだ て下さい。 令等の名称及ぴ い。
下さい。 提案内容の詳細について、当室

内)。 け具体的に記入して下さい(必場合ずもし含も法み令ま上の問題でなくとも、 不明の場合は、 該当条項等を記 個人での提案の
提表案が前内容提では公

から連絡・確認させていただくこ
規制的な運用に問題がある場 す。)。 「不明」を選択し 入して下さい。 場合は、「個人Jと

とがありますので、御協力をお願
て下さい。 記入して下さい。

す。 いします。
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